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 フコク生命のお客さま基点とは

　当社では、役職員一人ひとりが「もし自分がお客さまだった
ら」を常に想像しながら、フコク生命ならではのサービスや経
験を作り出し提供していく“ お客さま基点” を価値観としてい
ます。そして、“お客さま基点” の実践そのものが最大の差別
化となり、結果としてお客さま満足度の向上につながると考えて
います。保険商品の開発や販売体制作り、各種サービスの提供
など、“お客さま基点” は正に当社における企業活動の原点です。
　また、“お客さま基点” の実践がお客さま満足度を高め、お客
さまに満足いただくことが職員の働きがいにつながる。こうし
た好循環が生まれるよう人材育成にも力を入れています。

 お客さまアドバイザーが提供する商品の特徴は

　当社の主力商品である「未来のとびら」は、加入が必須とな
る「主契約」がなく、特約同士の自在な組み合わせにより、個々
のお客さまのライフスタイルにあわせて必要な保障を必要な
分だけ、自由に組み合わせることができる点が特徴の保険です。

「万一（死亡）」・「身体障がい・介護」・「就業不能」といったさま
ざまなリスクに対し、公的保障だけではカバーできない部分
を補完し、一人ひとりのお客さまに「ちょうどいい安心」をご
提供しています。
　また、2024年4月には、個人年金保険「みらいプラス」の予
定利率を引き上げ、効率的な資金準備を可能とし、2025年4
月には、一時払商品による資産形成のニーズが根強いことな
どをふまえて、一時払終身保険「グッとアップ」を発売しまし
た。
　このように新商品を継続的に投入しながら、「死亡保障」・

「第三分野保障」・「生存保障（貯蓄性商品）」を効果的に組み合
わせることにより、それぞれのお客さまが抱えるリスクを「過
不足なくカバーできるよう“ 総合保険会社”に相応しい商品ラ
インアップ」の充実を図っています。

 お客さま基点を実践するための販売体制とは

　お客さまのご要望に適切に対応し、老後のリスク等も含め
たお客さま個々の家計の不確実性を的確にカバーする保障内
容を提供するためには、営業担当者によるコンサルティング

が不可欠と考えています。
　コンサルティングセールスを行うにあたっては、お客さま
アドバイザーが、一人ひとりのお客さまに寄り添い、我がこと
として保険を通じて自助による解決策を提案し、お客さまの
未来を共に創っていくという「想い」が欠かせないと考えてい
ます。そうした考えのもと、コンサルティングセールスを「お
客さまと信頼関係を築くためのコミュニケーション力を身に
つけること」、「お客さまに向き合い、親身にお話を伺うことで、
お客さまの課題を明らかにし、最適な保障をご提供すること」
と定義し、実践しています。
　また、コンサルティングセールスを推進するために、「公的
保障を踏まえて、さまざまなリスクに対してどの程度の自助
努力が必要になるかをご確認いただく」、「もしものときの必
要資金と公的な保障からの支給額をシミュレーションしてい
ただく」ことを可能にする情報ツール、IT ツールの開発にも、
常に取り組んでいます。

 次の100周年に向けて、どのような営業体制   
を目指しますか

　近年、万が一のことがあった場合に必要な保障額と、実際に
加入している保険金額の乖離、いわゆる「プロテクション
ギャップ」が拡大しています。その要因として、物価上昇や共
働き世帯の増加などの外部環境の変化もありますが、多くの
保険会社が第三分野保障を中心に、ニーズが顕在化している
商品へと販売をシフトしたことが大きな要因であるとも考え
ております。フコク生命はそうした業界全体とは一線を画し、
地域に密着して営業職員体制を中心に据え、対面販売による
コンサルティングセールスを実践することで、顕在化した
ニーズだけでなく、潜在ニーズについてもお客さまに考えて
いただく機会を今後も提供していきたいと考えております。
それこそが営業職員体制を通してお客さまに提供できる最大
の価値であると考えております。
　新たな中期経営計画「THE MUTUAL ACT 2027」の中でも、
そうした営業職員体制によるコンサルティングセールスによ
り、適正な保険料のもと適切な保障をご提供すると共に配当
還元のさらなる充実を図る、サステナブルな成長を目指して
まいります。

営業企画部・業務部・営業管理部担当

お客さま基点インタビュー

取締役専務執行役員北村　康幸

Face to Faceを中心とした
コンサルティングセールスを実践し、
お客さまに寄り添い、
真に必要な商品・サービスを
次の100年も提供し続ける
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『「お客さま基点」の業務運営方針』について
　当社は、2005年から「お客さま基点」を実践できる企業を目指し、2008年より「お客さま基点」を価値観と位置付け、最も大切にしなけれ
ばならないあらゆる企業活動の原点としております。
　「お客さま基点」のもと、長期にわたりお客さまの負託にお応えするために、『「お客さま基点」の業務運営方針』を策定・公表しております。
方針に係る取組内容について毎年振り返りを実施し見直しを図っております。
　また、2023年６月からは生命保険協会が公表した「営業職員チャネルのコンプライアンス・リスク管理態勢のさらなる高度化にかかる着
眼点（以下、着眼点）」を踏まえた取組状況を公表しております。

『「お客さま基点」の業務運営方針』および取組結果については、当社ホームページに掲載しております。
https://www.fukoku-life.co.jp/about/activity/customer-centric/index.html

価値観としての「お客さま基点」とその実践

『「お客さま基点」の業務運営方針』の取組結果の公表

　『「お客さま基点」の業務運営方針』に係る1 年間の取組みについて振り返りを実施し、取組結果を毎年６月に公表しております。

『「お客さま基点」の業務運営方針』の評価指標（KPI）：他者加入推奨意向※

　中期経営計画（2022年度〜2024年度）の確認指標である、ご契約者アンケートによる「他者加入推奨意向」を、『「お客さま基点」の業
務運営』の評価指標（KPI）として準用しております。当社では毎年ご契約者アンケートを実施しておりますが、当該調査における「総合
満足度」の回答においては、「大変満足」と回答されたお客さま層が「他者加入推奨意向」が高い、という結果が出ております。「大変満足」
のお客さまを増やすことが、KPIの向上につながると考えております。2024年度に実施した調査では、29.7％と前年度より若干低下し
たものの中期経営計画（2022年度〜2024年度）スタート時（2021年度）より上昇する結果となりました。
※他者加入推奨意向：「フコク生命をおすすめいただけますか」という質問に対して、「ぜひすすめたい」「すすめたい」と回答頂いたお客さまの割合

2005

「お客さま基点」をベースとした企業変革に取り組む

「車座ミーティング」のスタート
社長と職員の双方向の対話による場づくり
社長自ら「お客さま基点」への思いを発信

「人材開発本部」の設立
「お客さま基点」を実践しうる人材育成

新情報端末「PlanDo」の導入
お客さまの利便性向上

「お客さま基点」を価値観と位置付ける

ISO10002（苦情対応マネジメントシステム）自己適合宣言 各種資料の電子的送付システムを導入

ISO10002自己適合再宣言

個人保険分野13年連続増配

消費者志向自主宣言 オンライン面談を導入

『「お客さま基点」の業務運営方針』の策定・公表

「着眼点」に係る取組状況の公表

「お客さま基点活動」の実施

「お客さま基点活動」の実施

2008 2011 2013 2015 2017 2018 2020 2021 2022 2023 2024

2013

21.2
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31.0
33.1 31.8 29.5

37.4

32.0
29.2

31.0 30.0 29.7

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

（年度）

◇ 冊子形式による郵送・WEB 調査
　（実施期間 2025 年 3 月 3 日発送〜 2025 年 4 月 1 日回収締切）
◇ お客さま約 12,000 名が対象
◇ 有効回答数 4,378 名
◇ 他者加入推奨意向については、フコク生命を他者に「ぜひす

すめたい」「すすめたい」「どちらかといえばすすめたい」「ど
ちらともいえない」「どちらかといえばすすめたくない」「す
すめたくない」「まったくすすめたくない」の 7 択で回答

TOP2（ぜひすすめたい + すすめたい（%）

2024年度調査概要 他者加入推奨意向

お客さまサービス ー  お客さま基点の実践に向けた取組みと方針

24フコク生命  THE MUTUAL REPORT 2025

「お客さま基点」の実践に向けての取組み

　当社は「ISO10002※」への適合性を今後も維持し、お客さまの「声」や社会からの要請を経営に活かしていくことにより、「お客さま基点」
で最優のサービスを提供し、お客さまのさらなる満足と信頼につなげられるよう努めております。
　なお、当社の企業活動の原点である「お客さま基点」の取組みを2017年1月に「消費者志向自主宣言」として公表いたしました。
※2004年7月に国際標準化機構（ISO）により発行された苦情対応マネジメントシステムに関する国際規格です。

①お客さまの「声」や社会からの要請を経営に活かす取組み

③お客さまの「声」をお伺いする主な取組み

お客さまの「声」を経営に活かす取組み

「お客さま基点活動」の業務運営方針

消費者志向自主宣言

ISO10002（苦情対応マネジメントシステム）自己適合宣言

最優のサービス

社会からの要請

お客さまの「声」・社会からの
要請を経営に活かした例

給付金請求書類
取扱基準の改定

マイナンバーカード情報
関連サービスの開始

お
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各種アンケート

ホームページ
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営業所

支　社

本　社
各部門

No. 項　目 内　容

1 ご契約者懇談会
全支社で「ご契約者懇談会」を毎年開催し、フコク生命の経営状況などをお知らせするとともに、
契約者さまのご意見・ご要望をお伺いしております。 

2 窓口アンケート 
本社・支社・営業所の窓口に、「ご意見箱」「お客さま窓口アンケートはがき」を常設し、窓口に
来社されたお客さまからのご意見・ご要望などをお伺いできるようにしております。

3 アンケート調査

全契約の中から無作為に抽出した約 12,000 名の契約者さまに対し、「ご契約者アンケート」を
実施し、お客さまの「声」を収集しております。また、「フコク生命だより※」のアンケートでも、
お客さまの「声」をお伺いしております。 
※毎年８月頃、契約者さまあてに契約状況を郵送で通知する冊子。 

4 お客さまデータベース
お客さまからのお申出は「お客さまデータベース」で一元管理しており、お申出に対して速や
かに対応できる体制を構築しております。また、「お客さまデータベース」は改善課題の抽出
にも役立てております。

②お客さまの「声」からの改善事例　
　当社に寄せられたお客さまの「声」にもとづく改善事例の一部をご紹介いたします。

お客さまの「声」

診断書の提出を不要とする給付金請求の範囲
を拡大しました！

給付金請求時に診断書の
取得が面倒だ。

診断書の提出を不要とする給付金請求の範囲を拡大し、よりお客さまに
ご負担なく給付金をご請求いただけるようになりました。

マイナンバーカード情報を活用した
年金自動支払サービスを開始しました！

年金を受け取るために、
毎年の現況届の提出が面倒だ

マイナンバーの電子申告をいただいたお客さまを対象に、電子証明書の
有効性を確認することにより、現況届を省略し、個人年金を自動でお支払
いするサービスを開始しました。

価
値
創
造
の
た
め
の
戦
略
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お客さま満足度へのこだわり

　当社は長期経営ビジョンとして「お客さま満足度No.1の生保会社となる」ことを目指しております。
　毎年実施している「ご契約者アンケート」ではお客さまの「声」をお伺いするとともに、「お客さま満足度」の調査を行い、会社施策・改善
策の策定や自己検証に役立てております。2025年3月は契約者さま約12,000名に対して、郵送・WEBアンケートを実施しました（有効回
答数4,226名）。

❶総合満足度
　2025年3月に実施したアンケート調査によると、当社に対する契約者さまの満足度は、「大変満足」「満足」「どちらかといえば満足」を合
計した割合は77.8％（前年度比+2.5ポイント）、「大変不満」「不満」「どちらかといえば不満」の合計は3.1％（前年度比▲0.7ポイント）となり
ました。今後も引き続き、満足度の向上を図ってまいります。

❷総合満足度と他者加入推奨意向の関係
　「大変満足」と回答された契約者さまの８割以上が、「フコク生命をおすすめいただけますか」という質問に対して、「ぜひすすめたい」「す
すめたい」と回答されています。

大変満足　　　　　　　　 満足　　 どちらかといえば満足　　 どちらともいえない
どちらかといえば不満　　 不満　　 大変不満　　　　　　　　 無回答

2023年3月

2024年3月

2025年3月

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

12.6% 37.6% 26.0% 19.9%

2.0%
1.1%

0.5%

0.2%

12.8% 37.1% 25.3% 20.8%

2.5%
0.8%

0.5%

0.1%

12.2% 38.3% 27.2% 19.1%

2.1%

0.7%

0.4%

ぜひすすめたい　 すすめたい　　　　どちらかといえばすすめたい　 どちらともいえない
どちらかといえばすすめたくない　 すすめたくない　　 まったくすすめたくない 無回答

2023年3月

2024年3月

2025年3月

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

54.6% 28.6% 9.0% 7.5%

0.3%

53.3% 31.7% 8.8% 5.7%

0.3%

0.2%

50.9% 31.5% 11.0% 6.2%

0.2%

0.2%

お客さまの「声」を経営に活かす取組み
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保険金・給付金のお支払い状況について

　2024年度に保険金等をお支払いした件数は、保険金12,472件・給付金281,822件となりました。一方で適正な支払査定の結果、お支払
いに該当しないと判断した件数は、保険金428件・給付金8,497件でした。

■お支払い件数とお支払いに該当しないと判断したご契約件数（2024年度）

※上記件数は、請求種類ごとに集計した、個人保険・団体保険の合計です。ご契約内容によっては1契約で複数の件数を集計する場合があります。
※満期保険金や生存給付金など、特段の支払査定を要しないものは含んでおりません。
※上記件数については生命保険協会で策定した基準に則って集計しております。

●ご請求に関する情報提供について
　保険金や給付金等のご請求手続きやお支払いに関することがらをまとめた「保険金・給付金のご請
求のまえに」を作成し、情報提供に取り組んでおります。
　「保険金・給付金のご請求のまえに」は、冊子やWEBページにてご確認いただけます。

●検証態勢の充実
　正確なお支払いのために、支払検証グループではお支払い前の最終チェックおよびお支払い後の支
払内容検証を行うとともに、お支払いに該当しないと判断した事案や、お客さまからの不支払に関する
苦情について、支払査定部門の判断が適切であったかを検証しています。
　また、「支払審議委員会」を設置し、外部専門家の視点で当社の保険金・給付金査定の適切性や判断
の妥当性を審議するなど、保険金等支払管理態勢の充実を図っています。

主な取組み

区　分 保険金 給付金 合　計
支　払　件　数 12,472 281,822 294,294
支払非該当件数 428 8,497 8,925

内

訳

詐 欺 取 消・ 詐 欺 無 効 0 0 0
不 法 取 得 目 的 無 効 0 0 0
告 知 義 務 違 反 解 除 4 144 148
重 大 事 由 解 除 0 17 17
免 責 事 由 該 当 13 133 146
支 払 事 由 非 該 当 411 8,203 8,614
そ の 他 0 0  0

適切な支払管理態勢への取組み

お客さま基点にもとづく適切な保険金等のお支払いに努めております。
　当社では、お客さまの生活を守るという公共性の高い生命保険事業を営む企業として、お客さまの信頼に応えるために、保険金等支払管
理態勢の整備・強化を行い、お客さま基点による適切な保険金等のお支払いを行うよう努めております。

お客さま

保険金部

支払審議委員会監査部

給付金グループ・保険金グループ
保険金総務グループ・支払審査グループ 支払検証グループ

支社・営業所
お客さまアドバイザー お客さまセンター

検証

ご回答お問い合わせご請求のご案内・ご説明

保険金等のお支払い

監査 見解

保険金等のご請求

保険金・給付金の
ご請求のまえに

病気・ケガ
への備え

就業不能
への備え

万一
への備え

身体障害
介護への備え

総合版

様のお手続きについては、以下の担当者が
担当させていただきます。

担当者

フコク生命 お客さまセンター

〒270-1352 千葉県印西市大塚 2-10

577350△2407-20,000冊 TRY.

保険金・給付金の
ご請求のまえに

病気・ケガ
への備え

就業不能
への備え

万一
への備え

身体障害
介護への備え

フコク生命のホームページ https://www.fukoku-life.co.jp

2022年4月以降にご加入の方

2022年3月以前にご加入の方
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「お客さま基点」の価値観のもと、お客さま一人ひとりのニーズにあった商品を
提案します。

特約組立型総合保険（有配当/2022）「未来のとびら」

ライフスタイルにあわせて必要な保障を自由に組み立てられる保険
　「万一（死亡）」、「身体障がい・介護」、「就業不能」などのさまざまなリスクに対して、公
的保障だけではカバーできない部分を補完し、一人ひとりのお客さまに「ちょうどいい
安心」をご提供します。

医療保険（有配当/2022）「ワイド•プロテクト」

 　日帰り入院からまとまった一時金を支払う一時金方式の入院給付と、30日を超える入
院に対する日額方式の入院給付を組み合わせたハイブリッド型の医療保険です。
　所定の投薬治療を保障する特約や、がん・重度の生活習慣病を重点的に保障する特約な
どとあわせて、治療の初期段階から重大疾病の療養に至るまで切れ目のない医療保障を
提供します。

セコム損保のがん保険「自由診療保険メディコムプラス」

　セコム損害保険株式会社のがん保険である「自由診療保険メディコムプラス」は、入
院や通院によるがんの治療費を自由診療・公的保険診療の区分にかかわらず補償します。
治療費の負担が重くなる可能性がある自由診療や、近年ウェイトが高まりつつある通院
で行う抗がん剤治療・放射線治療にも備えることができ、自らの症状に応じた治療を受
けることができます。

商品・サービス ー  個人向け商品

「自由診療保険メディコムプラス」はセコム損害保険株式会社の商品で、当社は募集代理店として当商品を提供します。
商品の詳細は「商品パンフレット」「ご契約のしおり－普通保険約款および特約」をご確認ください。

1日目

「一時金方式＋日額方式」のハイブリッド型保障

入院一時給付金 長期入院給付金
8大生活習慣病
による入院は
無制限で保障

31日目 121日目

投薬治療から重大疾病の療養まで切れ目なく保障

生活習慣病重症化
予防特約

女性疾病重症化
予防特約

生活習慣病入院特約

女性疾病入院特約

重度生活習慣病
治療特約

がん診断治療特約

投薬治療 入　院 重大疾病の療養

入院

身体障がい •
介護への備え

生活障害保障特約（2022） 介護保障特約＜有期型＞（2022）
介護保障特約＜終身型＞（2022）　介護終身年金特約＜認知症加算型＞（2022）

幅広い商品ラインナップ ニーズにあった特約を選択して
自由に保障を組み立てる

【ご契約の組立例】
万一への備え 定期保険特約（2022）　収入保障特約＜逓減型＞（2022）

終身保険特約（2022）　生存給付金付定期保険特約（2022）

就業不能への
備え 就業不能保障特約（2022）

保険料
払込免除 保険料払込免除特約＜保険料相当額給付金付＞

収入保障特約＜逓減型＞（2022）

生活障害保障特約（2022）

介護保障特約＜有期型＞（2022）

就業不能保障特約（2022）

保険料払込免除特約
＜保険料相当額給付金付＞

介護終身年金特約＜認知症加算型＞
（2022）

※特約の組合わせには、当社所定の制限があります。

※「自由診療保険メディコムプラス」は医療保険（有配当/2022）にがん診断治療特約（2022）を付加した契約とセットでご加入いた
だく保険です。
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災害死亡給付金付個人年金保険「みらいプラス」

一時払終身保険「グッとアップ」

　高い貯蓄性と加入後の柔軟性を兼ね備えた一時払終身保険です。
　一生涯の死亡保障を確保しながら資産形成することができるほか、一生涯の死亡保
障に代えて老後の生活資金や介護費用として活用することも可能となっています。

個人向け商品

学資保険「みらいのつばさ」

　お子さまの教育資金・独立資金を効率的に準備できるよう貯蓄性を重視した学資保険です。
お子さまの入園・入学などの節目ごとに祝金を受け取れるＳ（ステップ）型と、大学進学資金に
重点を置いたＪ（ジャンプ）型のいずれかを選択することができます。

Ｓ（ステップ）型／契約者30歳男性／被保険者0歳／22歳満期
満期保険金額100万円／保険料払込期間11歳／兄弟割引適用なし／口座振替月払保険料：14,677円

被保険者：25歳男性／保険料払込期間：30年／すえ置期間：10年／65歳年金開始
口座振替月払保険料：1万円／10年確定年金定額型／年金年額：47.01万円 

50歳男性／基本保険金額1,000万円／一時払保険料1,000万円

受取年金総額 返戻率

470.1 万円 130.5％ 

祝金・満期保険金
受取総額 返戻率

210 万円 108.3％ 

※返戻率： 受取年金総額÷払込保険料総額×100
　 （小数点以下第2位を切捨て） 

※返戻率： 祝金・満期保険金受取総額÷払込保険料総額×100
    （小数点以下第2位を切捨て） 

（登）B-2025-44（2025.6.30）

契約例

契約例

契約例

25歳
ご契約

保険料
払込期間

すえ置
期間

55歳
払込満了

65歳
年金開始

75歳

年金受取

基本保険金額

＝
一時払保険料
1,000万円

災害死亡時5%加算

75歳

選
べ
る

死亡保険金
1,000万円

基本保険金額
責任準備金＝解約払戻金

積立配当金

介護終身年金支払への移行

年金支払への移行

（　　　　　　　　）被保険者が公的介護保険制度の
要介護2以上と認定されている場合

死亡保険金
（=解約払戻金）
1,325.80万円

50歳ご契約

死亡保険金の支払額は
「責任準備金」と「基本保険金額」の
いずれか大きい金額

10万円 10万円5万円 5万円 10万円

70万円
100万円

15歳
高校
入学祝金

18歳
大学
入学祝金

22歳
満期
保険金

20歳
祝金

3歳
幼稚園
入園祝金

6歳
小学校
入学祝金

12歳
中学校
入学祝金

0歳
ご契約

11歳 22歳
保険期間満了

保険料払込期間

・記載の商品の名称は、一部、略称を記載しています。
・当社の販売している個人向け商品の概要を説明しております。ご検討にあたっては、「保険設計書（契約概要）」 「特に重

要な事項のお知らせ（注意喚起情報）」「ご契約のしおり－定款・約款」を必ずご確認ください。 

契約日から3年経過時以後、一生涯の死亡保障
に代えて介護終身年金または年金の支払へ移行
することができます。

2025年 4月発売

2024年4月料率改定

　加入時に年金額が確定する定額型の個人年金保険で、老後の生活資金など将来必要
な資金を計画的かつ確実に準備することができます。

価
値
創
造
の
た
め
の
戦
略



29 フコク生命  THE MUTUAL REPORT 2025

お客さまの声を経営に活かす取組み

コンサルティングと情報提供

公的保障制度などについての情報提供とお客さまのご意向
のヒアリングに注力しています

携帯情報端末「PlanDo」によるコンサルティングセールスの実践

　携帯情報端末「PlanDo」は、ライフプラン提案機能などの営業支援システムや、申込書のペー
パーレス化を図る新契約申込手続システムを取り入れています。
　今後もPlanDo を活用し、Face  to  Faceを中心とした高度なコンサルティングセールスを実践
するとともに、お客さまの利便性向上を図ってまいります。

　生命保険をご検討いただく前に、冊子「５つのリスクと公的保障」などで公的保
障の仕組みや自助努力で備える必要があるポイントなどについての情報提供に努
めております。
　そのうえで、ご加入の目的、ライフプラン、財産の状況、保険商品に関する知識な
どお客さま一人ひとりのご意向をお伺いし、きめ細やかなコンサルティングを実践
しております。公的保障制度を踏まえたうえで必要保障額をシミュレーションす
る「ライフコンパス」により、お客さまのライフステージにあわせた最適な保険商
品を提案してまいります。

お客さまの一人ひとりのご意向をお伺いし、最適なプランの提案に努めます。

Ｆスタイルの実践

　Ｆスタイルはコンサルティングセールスとアフターサービスを一体の
ものとして、お客さまとともに課題解決に向かう活動を体系化したフコ
ク生命のコンサルティングのモデルです。
　お客さま一人ひとりに合わせたコンサルティングセールス（根拠に基
づく提案）を行うこと、そして、ご加入後のアフターサービスにおいても
お客さまに寄り添った対応を行うことが重要と考えています。
　フコク生命は職種を問わず全職員がＦスタイルを実践することでお客
さまに安心を提供し、お客さま満足度No.1の生保会社を目指してまいり
ます。
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適切な支払管理態勢への取組み

個人向けサービス

電話リレーサービス・点字サービス

　耳が聞こえない・聞こえにくいまたは発話が困難なお客さまから、「一般財
団法人日本財団電話リレーサービス」が提供する電話リレーサービスを利用
したお問合せを承っております。
　また、目の不自由なお客さまからのご要望により、契約内容や手続方法など
の点字による説明、あるいは点字による宛名封筒を作成し、ご提供します。

ご家族情報登録制度

　ご高齢の契約者さまへのサポート体制を充実させるため、2016年度より「ご家族情報登録
制度」を開始しました。あらかじめ契約者さまのご家族の方を「第二連絡先」として当社にご
登録いただくことで、契約者さまの「家庭・生活の変化」や「体調の変化」などにより、万一、
契約者さまと連絡が取れなくなった場合でも、「第二連絡先」のご家族を通じて契約者さまに
連絡を取ることができます。
　また、「第二連絡先」として登録されたご家族から契約内容に関する問合わせを受けた際、
所定の範囲内でお応えしています。

フコク赤ちゃん＆キッズクラブ

　フコク赤ちゃん＆キッズクラブは「出産や育児に対する不安を少しでもやわらげてもらい
たい」「お子さまには大きな夢を持って健やかに育ってもらいたい」という思いから誕生した、
入会金・年会費無料の子育てをサポートする会員制度です。妊娠中～12歳までのお子さまが
いらっしゃる親御さまを対象とした制度で、子育てのお役立ち情報をお届けしています。
　出産・育児に関する耳よりな情報が満載なWEBサイト運営、LINE公式アカウント、公式
Instagramアカウント、メールマガジンなどによる情報配信のほか、小児科医や産婦人科医
に無料で相談できるサービスや、レジャー・グルメなど国内外約20万件の会員限定優待サー
ビスを提供しております。

お客さまサービスの充実に努めております。

ご家族情報登録制度チラシ

フコク赤ちゃん＆キッズクラブ
ご案内リーフレット
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福利厚生制度への対応

　企業の福利厚生制度を取り巻く環境は、少子高齢化や雇用の流動化など時
代とともに変化しています。
　また、昨今の社会保障制度改革にともない、従業員の自助努力分野の重要
性もますます高まっており、企業にとっては、多様化したニーズに対応した効
率的な福利厚生制度の確立が課題となっています。
　当社では、さまざまな法人向け商品および各種サービスの提供・提案を通じ
て、企業の福利厚生制度のメインパートナーとしてお客さまを総合的にサ
ポートしてまいります。

法人（企業•団体）向け商品  

　企業・団体の幅広い福利厚生ニーズに応えられる団体医療保険です。
　日帰り入院から保障する入院給付金に加え、入院見舞給付金、手術給付金、放射線治療給付金をラインアップ。ニーズに応じた保障の型

（がん入院倍額型、基本型、入院限定型）や支払限度日数の型（60日型、120日型）を自由に選択できます。また、健康経営に取り組む団体に
対し配当金を増額する「健康経営配当」を実施しております。

企業保険付帯サービスについて  

　当社所定の企業保険の加入者さま（従業員の方など）と団体担当者さま（人事労務担当者）向けに健康相談などが無料または優待価格でご
利用いただける「フコク生命あんしん健康相談ダイヤル」を提供しております。
　2023年12月に、従来のサービスに「ベストドクターズ®・サービス（Find Best DocTM）」を追加しております。

法人向け商品

企業の福利厚生ニーズにお応えするプランを提案します。 

• メンタルマネジメントサポート　    • ストレスチェック紹介サービス（有料）   　 • 健康経営に関するサポート

団体担当者さま向けサービス

※記載のサービスは2025年7月現在のサービス内容です。ご利用にあたっては、保険契約とは別にお申込みが必要です。

•ベストドクターズⓇ•サービス（Find Best DocTM）

  重い病気にかかったとき、信頼できる医師をご紹介！

•健康・医療などに関する電話相談サービス

•メンタルヘルスカウンセリングサービス 等

治療を目的とした専門医を紹介

セカンドオピニオンの取得

コールセンタースタッフは、経験豊富な看護師が対応

加入者さま向けサービス

専門医紹介
（Find Best DocTM）

主治医としての診療・治療

セカンドオピニオン

総合福祉
団体定期保険
～ 企業福祉制度の確立のために ～

フコク生命の

32050△2311-10,000GB　富国-団-基-2023-5（2023.9.29）

今後、商品・普通保険約款・料率等について変更があった場合または対象の前提となる条件に変更があった場合には、
当資料の記載内容とは異なる条件でのお引受けとなる可能性もありますのでご留意ください。
ご検討、ご契約にあたっては、「普通保険約款」「特約条項」「ご契約のしおり」など、所定の資料の内容を必ずご確
認いただきますようお願いします。

富国生命保険相互会社	 担当者

〒100-0011　東京都千代田区内幸町2-2-2
Tel：03-3508-1101（代表）
フコク生命のホームページ
URL：https://www.fukoku-life.co.jp

いきいき生きるための団体医療保険

新 団 体 医 療 保 険

1.健康経営優良法人（大規模法人部門）に認定されている団体に健康経営配当をお支払い
※配当金は、1年ごとに収支計算を行い、剰余金が生じた場合にお支払いします。配当金は将来のお支払いをお約束するものではなく、

決算実績などによっては配当金をお支払いできない年度もあります。

2.健康経営配当率は被保険者数ランクに応じて3%〜8%
※健康経営配当の金額は、通常の配当金に加えて、年間収支（純保険料-支払給付金）に健康経営配当率を乗じることで算出されます。

健康経営配当の主なポイント
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企業年金制度等

●制度設計コンサルティング
　お客さまのご要望が実現できるようにオーダーメ
イドで企業年金制度を設計し、導入後の制度運営や
メンテナンスも支援してまいります。 

●従業員向け投資教育
　金融リテラシーの向上を目的とした金融経済教育の重要性が高まっています。
当社では20年以上にわたり培った投資教育の知見と専門知識を活かし、お客さ
まのニーズに寄り添った投資教育サービスをご提供しております。

●シミュレーションツールのご提供
　公的年金額も含めた老後収支やiDeCo加入による資産形成効果を試算するこ
とができるシミュレーションツールをご提供しております。

●情報提供
　企業年金制度の運営に必要な情報だけでなく、関連する法改正や世間の動向
についても、資料や動画、セミナーを通じて定期的にお届けしています。また、
当社のホームページにはご契約団体向けの専用サイトもご用意しております。

企業年金制度

ｉＤｅＣｏ

　老後を安心して生活するための資
産運用の一手段にiDeCoがあります。
　「フコク個人型プラン」では元本確
保型商品と多様な投資信託商品を組
み合わせた運用が実現できます。

各種企業年金制度等をご用意しています。

お申込みはWEBで
完結することがで
きます。

シミュレーションは
こちら
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フコクしんらい生命の商品・損害保険商品

フコクしんらい生命の一時払終身保険

　当社では、フコクしんらい生命の一時払終身保険「利率更改型一時払終身保険（しんらいの一時
払終身保険（無告知型））」を同社の代理店として販売しています。

損害保険商品

　当社は、生命保険とあわせて、お客さまのさまざまなニーズにお応えできるよう、共栄火災海上保険株式会社およびアニコム損害保険株
式会社の代理店として、自動車保険や火災保険、ペット保険など損害保険商品も取り扱っております。

募AFS1424021(25.2)

お客さまサービス室 TEL：0120-700-651(通話料無料)
受付時間 9:00～18:00
(土､日､祝日､年末年始などフコクしんらい生命保険株式会社の休業日を除きます)

〒160-6132 東京都新宿区西新宿8-17-1
TEL 03-6731-2100(代表)
ホームページ https://www.fukokushinrai.co.jp

［募集代理店］

●その他にもご注意いただきたい事項がございますので､本商品のご検討･お申込みに際しては､必ず重要事項を説明した書面で
ある「契約概要」「注意喚起情報」をご確認ください｡

［引受保険会社］［募集代理店］

［引受保険会社］

フコクしんらい生命保険株式会社

担当者(募集代理店である金融機関の生命保険募集人)の権限などに関する照会先

●本商品は､フコクしんらい生命保険株式会社を引受保険会社とする生命保険です｡

●保険業法上の規定により､お客さまのお勤め先によっては､募集代理店(富国生命保険相互会社)で生命保険をお申し込みいた
だけない場合があります｡

●募集代理店(富国生命保険相互会社)の保険募集指針および相談窓口については募集代理店(富国生命保険相互会社)にご確認
ください｡

●フコクしんらい生命保険株式会社の業務または財産の状況の変化により､保険金額､解約返戻金額などが削減されることがあ
ります｡

●フコクしんらい生命保険株式会社は生命保険契約者保護機構の会員です｡生命保険契約者保護機構につきましては､「契約概
要」「注意喚起情報」『ご契約のしおり･約款』をご確認ください｡

●生命保険募集人(富国生命保険相互会社の担当者)は､お客さまとフコクしんらい生命保険株式会社との保険契約締結の媒介を
行う者で､保険契約締結の代理権はありません｡したがって､保険契約はお客さまからのお申込みに対してフコクしんらい生命
保険株式会社が承諾したときに有効に成立します｡

ご確認ください

担当者(募集代理店である富国生命保険相互会社の生命保険募集人)の権限などに関する照会先

FU2504-H6

2 0 2 5年 4月版

担当者

●当パンフレットは2025年1月現在の税制にもとづいて作成しています。

この商品の引受保険会社はフコクしんらい生命保険株式会社です｡

ご契約後のご照会･お申出などにつきましては､
お客さま専用の連絡先となる｢フコクしんらい生命保険株式会社 お客さまサービス室｣で承ります｡

TEL 0120-700-651 受付時間 9:00～18:00
通話料無料(土､日､祝日､年末年始などフコクしんらい生命保険株
式会社の休業日を除きます)

フコクしんらい生命保険株式会社 お客さまサービス室

●契約内容に関するご照会

●各種手続き方法に関するご案内＊

＊住所、電話番号および契約内容の変更・保険金等の支払手続きに関するご照会等

「契約概要」「注意喚起情報」は、ご契約の内容などに関する重要な情報を記載しています。
ご契約前に必ずお読みいただき、内容をご確認・ご了解のうえ、お申込みください。

商品パンフレット・契約概要・注意喚起情報

※本冊子中の「当社」は「フコクしんらい生命保険株式会社」を指します。

C 

万一のため､

大切な家族のために､

生涯にわたって安心の備え｡

2025 SANRIO CO., LTD.
APPROVAL NO. L654640

医師の診査や

健康告知･職業告知は

不要でお申し込み

いただけます｡

主な

サービス内容

●企業向け損害保険商品
　企業のさまざまなリスクに対応して、必要な備えをきめ細かく準備しています。

●ペット保険
　  アニコム損保は、どうぶつの種類や年齢などさまざまな事情に応じた充実の補償を備えた商品をご用意しています。　
　「どうぶつ健保ふぁみりぃ」
　「どうぶつ健保ぷち」
　「どうぶつ健保しにあ」

商品の特長

● 無告知型のため、健康状態や職業の告知が不要です。
● ご契約時の予定利率は、直近の金利情勢に応じて毎月設定します。
● ご契約後30年ごとに、以後適用する予定利率を更改します。予定利率更改日における予

定利率が、最低保証予定利率を上回る場合、当該予定利率更改日以降の保険金額・解約返
戻金額が増加します。

●自動車保険
　「KAPくるまる」
　 わかりやすい補償内容でお客さま一人ひとりに寄り添う自動車

保険です。

●傷害保険
　「安心フルタイム」 
　日常生活のさまざまなリスクをカバーします。

「企業財産保険」 
「店舗総合保険」 　等 

「業務災害補償保険」 「施設賠償責任保険」 
「請負業者賠償責任保険」 　
「企業総合賠償責任保険」 　等

●火災保険
　「安心あっとホーム」
　建物や家財を幅広くお守りする火災保険です。

●ゴルファー保険
　「ゴルファー保険」
　ゴルフで起こるさまざまなリスクを補償します。

財物に関する保険 第三者への賠償責任に関する保険従業員に関する保険 
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©TOKYO-SKYTREE 

コミュニケーション活動

　当社では、お客さまアドバイザーが直接お客さまの声をお聞きし、より良いサービスをお届けすることこそが、最大の広告・コミュニケー
ションの方法であると考えています。皆さまとお客さまアドバイザーとのコミュニケーションを一層深め、より当社をご理解いただけるよ
う、さまざまな広告・広報活動による情報の提供に取り組んでいます。 

フコク生命をよりご理解いただくため、
さまざまな広告•広報活動を行っております。

●イメージキャラクター
　サンリオ人気キャラクター「ハローキティ」
を当社のイメージキャラクターとして、
ポスター、パンフレット、チラシ、各種
グッズなどに起用しています。 
　また、全国62支社オリジナルのご当地
キティを作成
し、よりお客さ
まに身近な存
在となるよう
さ ま ざ ま な
シーンで活用
しています。 

●東京スカイツリー®
　当社は、東京スカイツリー® のオフィ
シャルパートナーです。 

●フコク生命公式SNS
　当社の公式SNSでは、各種お知らせやキャンペーンなど、最新の情報をお届けしています。

保険に関するお知らせやお得な
キャンペーン情報などをお届けし
ています。

＠995vnvdd ＠fukoku.life

東京ドーム フェンス広告 

日常生活で役立つお金の知識や、
各種キャンペーン情報、社会貢
献活動の様子などをお届けして
います。

※この他のSNSについては当社ホームページをご確認ください。

●WEBメディア
　WEBメディア「47Life

（よんななライフ）」では、
皆 さま の 生 活 に 寄り
添ったお金の情報をお
届けしています。

●球場•スタジアム広告
　東京ドームのフェンス等にハローキ
ティのデザインが入った社名広告を掲出
しています。

●サンリオテーマパーク
　「サンリオピューロランド」および

「ハーモニーランド」のフレンドリーカン
パニーとして、アトラクション「サンリオ
キャラクターボートライド」を提供してい
ます。 

●フコクフレンドリーフォレスト
　「みんながなかよくつながり集まる森」
をコンセプトに、フコク生命内幸町本社
ビル1階に設置された待合スペースです。
　複数のサンリオキャラクターとの心豊
かな時間を提供しています。

LINE公式アカウント 公式Instagramアカウント
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 当社が掲げる「統合的リスク管理（ERM）」とは

　統合的リスク管理（ERM）とは、経営目標を達成するため、会
社が直面するあらゆるリスクを統合的に管理し、事業全体でコ
ントロールする戦略的なリスク管理です。企業活動においては、
リスクを適切に管理することが、安定的な成長と利益の確保に
直結します。すなわち、利益はリスクと表裏一体の関係にあり、
利益を安定的に確保するためには適切なリスク・テイクが必要
です。ひと昔前までのリスク管理は損失を防ぐためのブレーキ
役でしたが、今日の統合的リスク管理ではアクセルの調整役と
しても機能しています。このような考え方のもと、当社では自
己資本、リスク及びリターンの一体的管理を推進しています。
これは、自己資本の充実度を踏まえた適切なリスク・テイクに
より利益を確保し、その結果、自己資本の充実度が向上し適切
なリスク・テイクが促進される、そのような好循環の実現を目
指す高度なERMであり、ご契約者の利益擁護と会社の持続的
な成長につながっています。

 当社のERMの重要なテーマであるレジリエン
スの強化とは

　レジリエンスとは、危機から早期に回復し、その後の状況に
適応してお客さまの利益を守り、社会に貢献し続ける能力のこ
とです。世界的金融危機、東日本大震災、パンデミックなど、こ
の20年を振り返っても100年に一度といわれる危機にたびた
び見舞われてきました。こうした危機から得られた教訓は、リ
スクは一旦顕在化するとさまざまに形を変えながら他のリスク
へ伝播して拡大するということです。危機に強い組織になるた
めには、こうした危機時のさまざまなリスクの伝播過程をあら
かじめ想定して準備するとともに、想定外の事案にも迅速かつ
適切に対応できる仕組みを平時より構築しておく必要がありま
す。当社ではレジリエンスの強化の取組みの一環として全社的
ストレス・テストを毎年実施しています。全社的ストレス・テ
ストでは、今後実際に起こりえる危機を想定したシナリオを設
定し、保険営業や財務、健全性に与える影響度を確認するのみ

ならず、危機から早期に回復するための行動についても検討し
ます。さらに、このようなストレステストを行っても想定外は
起こり得るという前提のもと、代替手段等を通じた早期復旧や
影響範囲の軽減を図るための枠組みとして事業継続計画（BCP）
を策定し、定期的に見直しています。

 2026年3月期決算より導入予定の経済価値
　 ベースの健全性規制に向けた準備状況は

　当社は先行する欧州の規制を参考に、2010年度から経済価
値ベースの健全性比率等を経営に活用してきました。2026年
3月期決算から導入される新しい健全性規制は経済価値ベース
の考え方にもとづいていますが、国際資本基準（ICS）と呼ばれ
る国際ルールを日本向けに修正したものであり、各社共通の仕
様になっています。このため、2026年3月期以降はこれまで開
示してきた自社の経営に活用するための数値のみならず、この
各社共通の仕様に基づく数値も開示することとなります。現在
その準備を進めており、特に当社のリスク管理の取組みについ
てお客さまをはじめとする利害関係者の皆さまにわかりやすく
伝えることを最優先課題として取り組んでいます。

 当社のリスク管理の高度化に向けて、どのよう
な組織的な取組みが重要か

　どんなに高度なリスク管理を行っても、失敗した事例は国内
外を問わず枚挙にいとまがありません。こうした失敗は結局
のところ、企業文化と職員の意識に因るものです。当社は、経
営理念の浸透を通じて健全な企業文化を醸成することがリス
ク管理の高度化において最も重要であると考えています。役
職員一人ひとりが「お客さま基点」という価値観をあらゆる発
想や行動の原点として適切に行動する企業文化は、お客さまに
ご迷惑をおかけする企業不祥事などを未然に防止するだけで
なく、感度の高いリスク管理を行うための基礎となります。引
き続き、役職員一人ひとりが「お客さま基点」を原点として自
ら考えて行動できるよう、社内啓発活動に取り組んでいきます。

ERM経営・健全性インタビュー

リスク管理統括部・財務審査室・有価証券管理室・
経理部・主計部担当

取締役常務執行役員砂本　直樹

ERM経営 
―さらなるリスク管理の高度化
　に向けて
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自己資本、リスク及びリターンの一体的管理

　当社は相互会社として何十年も先を見据えてお客さまの利益を考える経
営のもと、リスクに十分に対応するための自己資本の充実と、その源泉とな
る利益（リターン）の安定的な確保に努めております。利益はリスクと表裏
一体の関係にあり、利益を安定的に確保するためには適切なリスク・テイク
が必要となります。自己資本、リスク及びリターンの一体的管理とは、自己
資本の充実度を踏まえた適切なリスク・テイクにより利益を確保し、その結
果、自己資本の充実度が向上し適切なリスク・テイクが促進される、そのよ
うな好循環の実現を目指す高度なERM の考え方です。
　当社では、ESR（自己資本／リスク）、RORC（リターン／リスク）、
Economic IRR（リスクを初期投資とした内部収益率）等の重要リスク管理
指標を経営に活用することで、自己資本、リスク及びリターンの一体的管理
を推進しております。

統合的リスク管理に関する方針・規程など

　当社では、経営方針を踏まえたリスク選好を記した「リスク・テイク・ステートメント」を定め、取締役会で定める「リスク管理の基本３規
程※」などにもとづきリスク管理を経営戦略と一体で行っております。　「リスク管理の基本３規程」では、当社の統合的リスク管理に関する
基本的な考え方、統合的なリスク管理の体制、リスク管理に係る役割・権限を定め、それらを踏まえた実務上のルールとして各リスクの管
理規程などを制定しております。
※「統合的リスク管理に関する基本方針」「リスク管理委員会規程」「統合的リスク管理に関する組織権限規程」をリスク管理の基本３規程と呼んでおります。

リスク管理体制

　当社は、取締役会により設置されたリスク管理委員会においてERMを行っております。リスク管理委員会に複数の下部委員会を設置し、
事業運営を通じて発生する各リスクの管理を行い、それらのリスクをリスク管理委員会で全社的に統合して評価し、適切なリスク・テイク
とリスクへの対応を検討しております。さらに、統合的リスク管理の充実を図ることを目的としてリスク管理委員会を補佐するリスク管理
専門委員会を設置しております。グループ全体のリスク管理状況については、リスク管理専門委員会を中心に把握に努めております。特
にフコクしんらい生命については、当社のリスク管理委員会事務局および下部各委員会事務局が、所管するリスクの管理状況を直接モニタ
リングしております。また、こうしたリスク管理体制が有効に機能していることを監査部が検証しております。

リターン リスク

利益の確保

自己資本

自己資本の
充実

適切な
リスク・テイク

リターン

リスク リスク

自己資本 リターン

自己資本

ERM経営・健全性  

保険引受
リスク

管理委員会

主計部 経理部 事務企画部 コンプライアンス
統括部 総務部

資産運用リスク管理委員会
（含む ALM）

意見書保険計理人

委任 報告

取締役会

リスク管理委員会

リスク管理統括部
リスク管理専門委員会

保険引受
リスク

流動性
リスク

システム
リスク

その他の
リスク

コンプライアンス
・リスク事務リスク

資産運用リスク

市場関連
リスク

信用
リスク

不動産
投資リスク

資金繰り
リスク
管理専門
委員会

事務リスク
管理委員会

システム
リスク

管理委員会
コンプライアンス
専門委員会

セキュリティー
委員会

リスク管理統括部

監
査
役
会

監
査
部

会
計
監
査
人
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統合的リスク管理態勢

ERMフレームワーク

　当社は実効性のあるリスクガバナンスのもと、リスクとソルベンシーの自己評価（ORSA）の一連のプロセスにもとづくPDCAサイクルの
実践を通じて、自己資本、リスク及びリターンの一体的管理を推進し、自己資本の充実に努めています。

ALM戦略

　ALM とは、資産（Asset）と負債（Liability）を総合的に管理（Management）する手法のことです。ALMとして、負債である保険契約と資
産である保有債券のデュレーション（金利変動に対する時価変動の程度）をマッチングさせることは金利変動リスクの抑制につながります
が、例えば低金利環境下においては、かえって将来の運用収益増大の機会を失うことになりかねません。そのため、当社では、負債である
保険契約の超長期性を踏まえたうえで、自己資本、リスク及びリターンの一体的管理のもと、金利情勢や商品特性に応じた実効性のある
ALMを実践しています。

ERM
フレームワーク

ストレス
テスト

リスク
測定

リスクの
特定と
評価

事業戦略
への反映

リスク
選好

モニタ
リング・
報告

各リスクの測定結果は、定期的なモニタリングを経
て、統合リスク量、リスク対応力および重要リスク
管理指標とともにリスク管理委員会へ報告される。
また同内容はリスク管理委員会において審議され、
取締役会へ報告される。

経営方針を踏まえたリスク・テイクの戦
略目標と同目標に沿ったリスクの許容範
囲をリスク選好として定め、「リスク・テ
イク・ステートメント」に明記している。

 I. リスク・テイクの戦略目標
 ◇保険引受を収益の主たる源泉とする

 ◇資産運用は安全かつ有利を原則とする
  ◇「お客さま基点」で、差別化による業界最高水準のサービスを提供する
  ◇将来に備え自己資本等の強化を目指す
II. リスクの許容範囲
  ◇バッファーとして事業継続可能なだけの資本を経営に留保しておく

 ◇自己資本等から経営留保資本を控除した資本で、業務運営上発生しうるリス 
 クによる損失をカバーする

リスク・テイク・ステートメント（概要）

リスク・プロファイルを通じ
て、潜在的なリスクを含めて
漏れなく洗い出したうえで、
リスクを評価する。

リスク・プロファイルとは、経
済環境、政治・社会環境、監督・
業界、技術革新、商品設計、契
約者行動などの観点から、会社
が損失を被る可能性のある事項
を網羅的に洗い出し、それらを
発生頻度と影響度にもとづいて
分類するものである。

大震災やパンデミック、世界
的金融危機など、経営に重大
な影響を及ぼす可能性のあ
るシナリオを設定し、全社的
ストレス・テストを実施する。
ストレステストにあたっては
単に財務の健全性を確認す
るだけでなく、そのような状
況下で想定される経営のア
クションとその効果について
も検証する。

リスクの顕在化を判定する
ための基準を設定したうえ
で、リスク・プロファイルを
踏まえた適切な頻度で測定。
フコク生命単体としての測
定のほか、グループ全体の測
定も行う。

モニタリングと報告の結果
は、自己資本、リスク及びリ
ターンの一体的管理のもと、
商品設計、販売政策、ALM、
資本政策、配当政策等の事業
戦略に反映される。リスクが
顕在化する兆候を早期に把
握し、リスクの回避、移転、軽
減、許容等のさまざまな観点か
ら策定した有効なコントロー
ル手段を遅滞なく実行する。
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統合的リスク管理態勢

レジリエンスの強化に向けた取組み
レジリエンスとは

　レジリエンスとは、本来は、弾力性、すなわち外部から負荷を受け
たときに元に戻る力を意味しますが、当社ではより広くとらえ、「危
機からできるだけ早く回復して危機後の状況に適応し、お客さまの
利益を守り社会に貢献し続ける能力」と位置付け、レジリエンスの強
化をERMの重要なテーマのひとつとして推進しています。

 全社的ストレス・テストの実施

　当社ではレジリエンス強化の一環として、ストーリー性のあるシナリオに基づく全社的ストレス・テストを実施し、自己資本の充実度や
危機からの回復行動をシミュレーションしています。ストレステストにあたっては単に会社の基礎利益や財務の健全性に与える影響を把
握するだけでなく、そのような状況下で危機から早期に回復するための経営のアクションを試行し、その効果についても検証しています。
洗い出された課題については引き続き対応策を検討し、危機対応力の向上に努めています。　

　2024年度は中東情勢の緊張を踏まえ、「地政学リスク」をテーマに、中東情勢の悪化により想定される外部環境の変化を考慮し、会社の
保険販売や健全性に与える影響を試算いたしました。

 2025年度の取組み

　2024年8月、日向灘沖を震源とする地震の発生を受け、「南海トラフ地震臨時情報」が発令されました。また、2025年3月には南海トラ
フ地震発生時の新たな被害想定や、富士山の噴火による降灰対策のガイドラインも公表されました。こうした背景を踏まえ、2025年度に
ついては、「首都直下地震・南海トラフ地震・富士山噴火の連鎖的発生」をテーマとした全社的ストレス・テストを実施します。経済環境の
変化や新たな被害想定をもとに当社への影響を改めて確認し、オペレーション上の課題への対応策や減災に向けた取組みについても改め
て検討してまいります。

　当社は、引き続きこれらの取組みにより会社のレジリエンスを強化し、お客さまに選ばれ続ける会社となることを目指してまいります。

　試算の結果、自己資本の充実度については問題が生じないものの、インフレによる経済環境の変化が、保険契約の減少や事業費の増加と
して表れ、収益に影響を及ぼすことを確認しました。こうした課題に対して、たとえば、短期の定期保険商品の導入や、インフレによる保障
価値の目減りに対応する制度の検討など、時代の変化に即した商品・サービスの開発を進めていくといった対応により、販売力を維持して
いく必要があることが明らかとなりました。

エマージング・リスクの管理について

　すでに発生していて拡大しつつある、あるいは将来起こるかもしれないリスクであるエマージング・リスクについては、網羅的かつ能動
的に把握し、特定したリスクについて継続的にモニタリングを実施しております。例えば、サイバーリスクや地政学リスク、気候関連リスク
が該当し、これらのリスクに対しては、過去に発生した事象の再発のみを念頭においたリスク管理では対応が困難であることから、適切な
リスク管理とその高度化に努めております。

平時の
利益

危機の
発生

❶
ショック
の緩和

❷
迅速な回復

❸
利益の増大

レジリエンス強化前 レジリエンス強化後

レジリエンスを強化するためには、ショックを緩和（①）し、ダメージ
から迅速に回復（②）し、さらに危機の発生前よりも収益性を高めてい
く（③）ことが重要です。

レジリエンス強化のイメージ図

中東情勢
の悪化

原油価格
高騰

インフレ
による
経済停滞

危機から早期に回復するための
経営アクションの試行

保険販売
の変動

基礎利益
の変動

自己資本や
健全性指標
の変動

ストレス事象による外部環境の変化 生命保険会社に与える影響をシミュレーションストレス事象による外部環境の変化 生命保険会社に与える影響をシミュレーション

金融市場の混乱
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自己資本の強化

　当社は、自己資本の充実度を踏まえた適切なリスク・テイクを通じて獲得できたリターンにより、さらなる自己資本の充実につなげる「自
己資本、リスク及びリターンの一体的管理」を推進し、保険営業と資産運用業務の両面で徹底的な差別化を追求してまいりました。その結
果、安定的な危険差益と資産運用での積極的なリスク・テイクによる利差益の拡大を通じた内部留保の充実もあり、健全性の維持向上が図
られています。

健全性-自己資本およびソルベンシー・マージン比率

●ソルベンシー・マージン比率
　2017年度より、自己資本の充実度状況とリスク・リターン効率を踏まえ、資産運用リスクを取りに行く戦略に変更しました。その結果、
ソルベンシー・マージン比率は低下しましたが、現状においても業界内で高い水準を維持しています。

■ソルベンシー・マージン総額　■リスクの合計額
●ソルベンシー・マージン比率

 （年度末）

15,37814,756

21,476

3,876

5,813

668.4%

1169.3%
1290.8%

1081.2% 1108.0%

1,7391,739

3,876
2,3822,3822.7292,729

13,972

2,0792,389

（注）ソルベンシー・マージン比率については基準改正をふまえ2010年度末より記載

●自己資本および自己資本比率
　この差別化を長期にわたり実践してきたことで、2011年度末は3,000億円台だった自己資本は2023年度末には1兆円を超え、2024 年
度末には1 兆908億円となりました。また、総資産に対する自己資本の比率も14.9％となりました。

 （年度末）

（億円）

■内部留保　■外部調達
●自己資本の対総資産比率

2009

2010 2014 2024

2014 2019

2,758

774

6.3％

8.9％

12.6％

14.0％

1,489

2,039

2,752

10,908
10,693

4,374

6,537

8,1557,900

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後

14.9％

2,792

20242023

20192017
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●新しい健全性指標  -ESR-
　新しい健全性指標は「経済価値ベースのソルベンシー比率」または、ESR（Economic Solvency Ratio）と呼ばれ、ESR100％が規制上の
最低水準となります。
　資産だけではなく、負債も時価評価して算定した自己資本と、現行よりも厳格化したリスクにもとづき健全性を評価します。より厳しく
リスクを評価するため、現行のソルベンシー・マージン比率に比べて数値は小さくなりますが、健全性に変わりはありません。

健全性-2025年度から導入される新しい健全性指標

●＜ご参考＞当社のESRの水準
　当社は、さまざまな危機を想定したストレステストを実施し、健全性が維持できることを確認しております。
　例えば、首都直下地震、南海トラフ巨大地震、富士山噴火が連続して発生した場合でも当社のESRは規制上の最低水準である100％を
大きく上回る170％程度となり、お客さまに安心して契約を続けていただける健全性が確保できることを確認しています。
　こうした結果もふまえ、中期経営計画では「安定的にESR200～230％を維持」するとした経営指標を定めています（16ページをご参照
ください）。

資産のみ時価評価 資産、負債ともに時価評価※1

水準の引上げ※2と対象の拡大
により、現行に比べて増加

ソルベンシー・
マージン総額

リスクの合計額

経済価値ベース
の自己資本 経済価値ベース

のリスク

〈現行の健全性指標〉
ソルベンシー・マージン比率

ソルベンシー・マージン総額
（1/2）×リスクの合計額

= 1,108.0%
（2024年度末）

〈2025年度から導入される新しい健全性指標〉
経済価値ベースのソルベンシー比率（ESR）

経済価値ベースの自己資本
経済価値ベースのリスク

= 241.6%
（2024年度末）

規制上の最低水準
ESR100%

2024年度末のESR

241.6%

規制上の最低水準
ESR100%

お客さまに安心して契約を
続けていただける水準を確保

首都直下地震、南海トラフ
巨大地震、富士山噴火が

連続して発生

170%程度

資産のみ時価評価 資産、負債ともに時価評価※1

水準の引上げ※2と対象の拡大
により、現行に比べて増加

ソルベンシー・
マージン総額

リスクの合計額

経済価値ベース
の自己資本 経済価値ベース

のリスク

〈現行の健全性指標〉
ソルベンシー・マージン比率

ソルベンシー・マージン総額
（1/2）×リスクの合計額

= 1,108.0%
（2024年度末）

〈2025年度から導入される新しい健全性指標〉
経済価値ベースのソルベンシー比率（ESR）

経済価値ベースの自己資本
経済価値ベースのリスク

= 241.6%
（2024年度末）

2025年度から導入される新しい健全性指標

　国際ルールに合わせた国内ルールの見直しを受けて、国内のすべての保険会社を対象に2025年度から新しい健全性指標が導入
されます。

※1 負債について、現行規制では契約時の利率にもとづき算定する一方で、新規制では債券等と同様に市場金利にもとづき算定（時価評価）します。このため将来逆ざやとなるリスク
　　 を早期にとらえて、事前にリスク対応を図り逆ざやを防ぐことができます。
※2 リスクの水準が20年に1回から、200年に1回に引上げになります。
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資産運用戦略インタビュー

有価証券部・金融商品投資部・財務投資部
特別勘定運用室・財務企画部・不動産部担当

取締役常務執行役員山田　一郎

フコク生命の資産運用の特徴は

　当社は、創業以来相互会社形態を堅持する日本で唯一の生命
保険会社として、資産運用で収益を拡大させることでお客さま
への配当還元を一層充実させ、実質的な保険料負担の軽減を図
ることを使命と考えています。また、「ご契約者の利益擁護」を
経営理念として掲げる当社はもとより、生命保険会社は、お客
さまからお預かりした長期にわたるご契約の保険料を運用して
いるため、いかなる時も確実に保険金・給付金をお支払いでき
るよう長期的な視点で、安全性にも配慮する必要があります。
　過去を振り返れば、これまでの資産運用は、こうした「利益を
重視した運用」と「ご契約者の利益擁護」を実践する差別化の
歴史とも言えます。1980年に竣工した内幸町本社ビルは、当
時の資産規模からすると分不相応とも言える大きな投資でし
たが、自社利用分を最小限にし、多くの部分を投資用とするこ
とで、収益に貢献しました。一方、株式市場が活況を呈した
1980年代後半のバブル期には、割高と判断した株式への投資
を抑制し、結果としてバブル崩壊の後遺症は比較的軽く済んで
います。このように、適正価格を見極め、安いものは買い、高い
ものは買わない、という資産運用の原理原則を貫き、お客さま
にとって良いと判断できる投資に努めてきました。
　2013年の日銀による異次元緩和政策の導入以降、日本の長
期金利が一段と低下した局面では、ポートフォリオの収益力が
趨勢的に低下していくことが見込まれたため、2017年度に、積
み上げてきた自己資本を裏付けに、資産運用リスクを取ること
で、収益性の向上を図る戦略に変更しました。

リスク・テイク戦略での取組みは

　本来、生命保険契約という負債特性を踏まえると、保険負債
と年限を合わせた国債で運用した方がリスクが小さいため、
新しい健全性規制の導入が控えていたこともあり、業界では
国債の購入が進みました。ただし、超低金利環境においては、
国債の利回りはお客さまへ約束した予定利率を下回る水準で
あり、加えて、国債の価格としては割高と考えられたため、当
社は、こうした国債への投資は極力控えました。その代わり、
充実した自己資本を背景に、期待収益率の高い内外の株式や
クレジット資産などへ投資しました。

　2022年以降、内外金利差の拡大によって、為替ヘッジコス
ト率の上昇が見込まれた際には、為替をヘッジした外貨建公
社債を機動的かつ大幅に削減し、1兆円近くあった残高を約1
年半でゼロとしました。一方、この間、海外金利が大きく上昇
したため、超長期の外貨建公社債を、為替ヘッジをせずに大幅
に積み増しました。
　このように、強固な自己資本を背景に、市場環境を見極めな
がら機動的に取るべきリスクを取ってきました。そのため、健
全性を維持しながら、資産運用収益の柱である利息及び配当
金等収入は2024年度まで7年連続で過去最高を更新するこ
とができました。

金利ある世界での資産運用をどのように行っ
ていくか

　当社は、超低金利環境下での国債への投資を控えてきたこと
から、その資産構成比は低く、金利が上昇するなかでも含み損
が限定的であるなど、超長期債への投資余力があります。イン
フレが定着し「金利ある世界」となり、超長期債への投資による
ALMを推進することで利回りを高めることができる、当社が望
んでいた環境となっています。
　2025年度は中期経営計画「THE MUTUAL ACT 2027」のス
タートの年度です。「THE MUTUAL ACT 2027」では、利差益
をさらに増加させることで保険分野への投資を行い、保険収支
の改善を通じて配当還元を加速させる「運用と保険、両輪での
成長」を目指しています。資産運用では、この起点となるべく、
強固な自己資本を裏付けとしたリスク・テイクにより、優れた
収益性をさらに向上させ、2027年度に利差益1,000億円を確保
することを目指しています。これを実現するために、超長期国
債への投資によるALMの推進によってベース収益を高めつつ、
これまで実践してきたリスク・テイクを継続し、高収益が期待
できる投資を進めていきたいと考えています。

差別化された資産運用に
よって収益を拡大させ、
お客さまへの配当還元を
一層充実させる

I.リスク・テイクの戦略目標

◇資産運用は安全かつ有利を原則とする
・負債特性に合わせて金利リスク、価

格変動リスク、信用リスクを一定範
囲内にコントロールする一方で、一
定の流動性を常時確保する

・自己資本の充実度状況とリスク・リ
ターン効率をふまえ、資産運用リス
クを取りに行く

2008

3,466
（億円）

（年度末）2009

3,532

2010

3,730

2011

3,729

2012

4,376

2013

5,354

2014

5,864

2015

6,747

2016

7,351

2017

7,728

2018

8,152

2019

8,576

2020

9,466

2021

9,831

2022

9,973

2023

10,693

2024

10,908

6.3% 6.3% 6.6% 6.5%
7.3%

8.6% 8.9%

10.4%
11.2%

11.7%
12.2%

12.6%
13.2% 13.3%

13.8% 14.0% 14.9%

自己資本の対総資産比率

自己資本

自己資本
リスク・テイクのための
十分な自己資本

リターン
資産運用の高度化

リスク
リスク管理の高度化

リスク・リターン効率
の向上

サープラス型
ALM

自己資本の増大
をもたらす

さらなる
リスク・テイク
が可能

サープラス型ALM
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当社の資産運用では、強固な自己資本を裏付けとしたリスク・テイクを実践しております。

リスク・テイク戦略における取組み

リスク・テイク・ステートメントの改正

　日銀の異次元緩和政策の導入以降、日本の長期金利が一段と低下し、当社の収益性が趨勢的に低下していくことが見込まれたため、
2017年度にリスク・テイク・ステートメントを改正し、充実を図ってきた自己資本を裏付けに、資産運用リスクを取りに行く戦略に変更し
ました。

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

4,616
（億円）

4,648 5,146 5,478 5,713 5,717 5,832
6,264

7.4% 7.4%
8.0%

8.4% 8.6% 8.6% 8.6%

9.4%

（年度末） （年度末）2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

2,573
（億円）

2,912 2,940
3,493

4,041 4,188 4,430 4,461

4.1%

4.6% 4.5%

5.3%

6.1% 6.3%
6.5%

7.0%

●内外の株式等の積増し
　内外の株式について、中長期的に安定した配当と企業価値の向上が期待できる銘柄を選別して積み増しています。また、運用会社に対
する目利き力を活かしながら、優良な成果を出す運用会社のファンドにも投資しています。

●サープラス型ALMの実践
　強固な自己資本を裏付けに、適切なリスク・テイクを行うことで、
収益性を向上させ、得たリターンを配当として還元しつつ内部留保
することで自己資本を増大させ、さらなるリスク・テイクを行ってい
ます。このような好循環をもたらす、サープラス型ALMを推進して
います。

●リスク・テイク・ステートメント（抜粋） ●オンバランスの自己資本の推移

■外国株式等の残高と構成比■国内株式等の残高と構成比

■サープラス型ALM

リスク・テイクの実践
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金利ある世界における運用

　超低金利環境の下で、国債への投資を極力控えてきたことから、十分な超長期国債の買入れ余地があります。超長期金利が上昇したなか、
ALMの推進と、リスク・テイクの継続により中期経営計画における「運用と保険、両輪での成長」の起点になるよう取り組んでまいります。

リスク・テイク戦略における取組み

運用と保険、両輪での成長

2027年度に利益差1,000億円を目指す

2027年度に利益差1,000億円を確保するため、
利息及び配当金等収入は2,000億円超を目指す

優れた収益性のさらなる向上のために

基礎
利益

利差益の
さらなる向上

保有純増
保険収支の向上

配当還元の加速
職員への還元

自己資本を裏付けとした
リスク・テイク 保険収支の向上に

資する投資

プロテクション
ギャップをカバー

運用

保険

■中期経営計画における資産運用の役割

2020年度末 2021年度末 2022年度末 2023年度末 2024年度末

10,040
（うち有価証券8,558）

1,481

1,643

1,762
不動産
1,875501

外国株式等
1,855

株式
5,162

外国公社債
908
公社債
▲1,498▲89

1,748

5,815

1,534

249
867

3,873

146
882

1,040

3,519

691

1,950

1,473
667

3,702

1,045

2,830

8,971
（7,498） 7,661

（6,018）

11,272
（9,510） 8,732

（6,856）

296
313 428

その他の
証券

外貨建公社債の残高

※1：外貨建公社債は、その他有価証券の残高および含み損益を集計
※2：ヘッジ付外債およびオープン外債の残高は帳簿価額

2021年度
第3四半期末

2021年度末 2022年度
上半期末

2023年度
上半期末

2022年度末 2023年度末

14.5%

20,343

13.8%

6.5%

2.6%

0.0% 0.0%

14,347
13,26112.682

16,934 含み益

ヘッジ付外債残高ゼロ

1,299

8,619

10,423 10,048

ヘッジ付
外積※2

オープン
外積※2

9,900

715

4,671
1,880

10,649

12,383 12,615

1,731
151 878

11,807

455

20,664
ヘッジ付外債の一般勘定資産に占める割合

■外貨建公社債の残高（億円） ■含み損益の推移（億円）

リスク・テイク戦略の成果

　これまでの取組効果により、2024年度の利息及び配当金等収
入は、7年連続で過去最高を更新し、その結果、利差益も過去最高
となりました。

2020年度

1,506

211

1,641

389

※2021年度以前は、2022年度以降と同一の基準で算出
　（利息及び配当金等収入には、償還時為替差損益を含まない）

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

利差益利差益

利息及び配当金等収入
（売買目的分を含む）
利息及び配当金等収入
（売買目的分を含む）

1,652

418

1,723

595

1,976

854

■利息及び配当金等収入、利差益の推移（億円）

国内金利のさらなる上昇が見込まれるなか、低利回りの債券を売却しつつ相対的に利回りの高い超長期債を
積み増すALMを推進することで、ベース収益の向上を図るALM

リスク・テイク これまで実践してきたリスク・テイクを継続し、リスク・リターン効率を踏まえつつ、高収益が期待できる
資産への積極的な投資により、さらなる収益性の向上を図る

■中期経営計画における資産運用の取組みと目的

●外貨建債券ポートフォリオにおける取組み
　為替ヘッジコスト率が上昇し始めた2022年1月以降、ヘッジ付
外債の削減を開始し、2023年度上半期末には残高をゼロにしま
した。この間、海外金利の大幅な上昇により投資妙味が増した超
長期のオープン外債を、大幅に積み増しました。

●国債への投資の抑制
　超低金利環境では、利回りが予定利率を下回り割高となった国
債への投資を控えました。その結果、金利ある世界に転じても、
当社の公社債の含み損は限定的で、有価証券全体では十分な含み
益を確保しています。
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社員配当金について	

保険料収入のうち
予定した保険金支払に
対応する部分 実際の保険金支払

剰余金

剰余金が生じた場合
社員配当金をお支払いすることができます

将来の保険金
などのお支払い
に必要な金額

実際の運用収益が
予定を上回る場合

実際の運用収益が
予定を下回る場合

保険料収入

実際の運用収益
実際の運用収益

当社が保証します

剰余金

予定した運用収益

剰余金が生じた場合
社員配当金をお支払いすることができます

配当還元を加速させ、ご契約者の配当に対するご期待に応えてまいります。
社員配当金の仕組み

　当社の保険のほとんどは社員配当金をお支払いする仕組みのある有配当保険です。社員配当金については、保険契約の長期性をふまえ、
ご契約者に安定的なお支払いができるような水準としております。社員配当金は、加入年度、保険種類、払方、性別、年齢、入院給付金の支
払有無や保険金額などにより、お支払いする金額が異なり、ゼロとなる場合もあります。※

2024年度決算における社員配当金の概要

※たとえば、2001年4月1日以前のご契約のなかには、主契約の実際の運用収益が予定を下回ることから定期保険特約等の剰余金などを含めてみても利益がマイナスとなるものがあり、その場合には2024
年度決算では社員配当金をゼロとさせていただきました。

※1医療パック未来のとびら（5年ごと配当契約）
2015年度加入（経過10年）、40歳、男性、月払、10年更新型、満期まで入院給付金の支払いがない場合
死亡保険金2,000万円、介護保険金300万円、就業不能年金140万円、入院日額6,000円

※2基礎利益に対する社員配当準備金繰入額の割合（2022年度における基礎利益は、新型コ
ロナウイルス感染症による給付金等を除く）

●危険差配当金の例
　実際の保険金支払額が保険料設定時に想定した予定を下回っ
た場合に、社員配当金（危険差配当金）をお支払いすることができ
ます。

●個人保険分野は13年連続の増配
　利差配当の増配に加えて、危険差配当や満期時の特別配当など幅広く
増配するとともに、THE MUTUAL プラス配当を新設しました。これに
より、主力商品である「未来のとびら」の契約例※1では10年間の累計配
当金が保険料の1.2年分を上回ります。また、学資保険「みらいのつばさ」

（5年ごと配当タイプ）や個人年金保険「みらいプラス」は利差配当の増配
により、配当込みの利回りが1.85％に向上します。

●基礎利益に対する配当還元率

　個人保険および個人年金保険における配当還元率※2は
43.7％となり、団体保険を含めた場合には55.5％となりました。●企業保険分野は2年連続の増配

　団体年金保険について、資産運用損益にもとづき配当率を引き上げま
した。業界最高水準の配当込み利回りを安定的に提供しております。

●配当のタイプ

●利差配当金の例
　実際の運用収益が保険料設定時に想定した予定を上回った場
合に、社員配当金（利差配当金）をお支払いすることができます。
ただし、足元の運用収益が予定を上回っていても、将来の運用収
益が予定を下回ると見込まれる契約については、社員配当金をゼ
ロとしております。

　実際の運用収益が保険料設定時に想定した予定を下回った場
合であっても、予定に満たない部分は当社が保証しますので、ご
加入時にお約束した保険料を変更することはありません。

上記の配当金に加えて、所定の条件を満たすご契約に対して長期継続特別配当金などをお支払いします。

５年ごと配当タイプ

５年ごと利差配当タイプ

ご契約の 5 年後から 5 年ごとに社員配当金をお支払いします。
2025 年度は、2000 年度、2005 年度、2010 年度、2015 年度および 2020 年度にご加入
の契約が 5 年ごとの社員配当金の支払時期に該当します。5 年間の配当を合算し、これに
利息を加えた合計額をお支払いします。ただし合計額がマイナスの場合はゼロとします。

毎年配当タイプ
約款の定めに従い、ご契約の 1 年後または 2 年後から毎年社員配当金をお支払いします。

2022 年 4 月以降にご加入された「未来のとびら」や「ワイド・プロテクト」などに
ついては、ご契約の 1 年後から社員配当金をお支払いする仕組みとなっています。

2022年度

47.8

27.0

38.7

60（％）

50

40

30

20
2023年度 2024年度

52.8 55.5

43.7

配当還元率 配当還元率（団体保険を含めた場合）

［ ］
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社員配当金について

配当差引後の剰余金【イメージ図】

2024年度にご加入の「未来のとびら」（10年更新型の定期保険特約）の
ネット・アセット・シェア【イメージ図】

当年度始 当年度末

剰余金

当年度の保険収支※

・�配当差引後の剰余金を諸準備金の積立てに�
充てて、自己資本の充実を図っております。
・�各契約の持ち分は「ネット・アセット・シェア」と�
呼ばれます。

保険料等
収入

保険収支の
累計額

資産運用
収益・費用 保険金等

支払金

事業費等

社員配当金

配当差引後の
剰余金

保険収支の
累計額

（資産に相当）

責任準備金

剰余金
保険収支の

累計額と責任
準備金の差額

自己資本の充実と配当還元について

　お約束した保険金等を確実にお支払いするため保険料は一定程度の安全を見込んで設定しており、生じた剰余金は自己資本の充実と
配当還元に充てています。
　配当差引後の剰余金は保険収支※の累計額にもとづき算定され、不測の事態（大災害や株価暴落など）に備えるために諸準備金（危険準備
金や価格変動準備金など）の積立てに充てて、自己資本の充実を図っております。

配当への想い

　フコク生命は、いかなることがあっても保険金・給付金等を確実にお支払いするために強固な財務基盤を築くとともに、配当還元の充実
を通じて、ご契約者の実質的な保険料負担の軽減に努めてまいりました。
　配当還元を加速させ、ご契約者の配当に対するご期待に応えてまいります。

　当社においては、自己資本の充実度をふまえネット・アセット・シェアの一部を満期時に特別配当としてお支払いしており、今年度より、
満期を迎える前により早くより多くの配当をお返しするため、THE MUTUAL プラス配当を新設いたしました。

※保険料等収入に資産運用収益・費用を加えた額から、保険金等支払金や事業費等を控除した額

（注）上記の図は、2024年度決算配当率で据え置いた場合のイメージです。

満期（更新）

ネット・アセット・シェア

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 （年度）

満期時の
特別配当

THE MUTUALプラス配当

社員配当金の仕組みや2024年度決算における社員配当金の概要について、
詳しくは当社ホームページに掲載しております。

https://www.fukoku-life.co.jp/about/activity/policy_dividend/

毎年お届けする「フコク生命だより」にご加入いただいている契約の社員配当金を記載していますので、ご参照ください。
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